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半
数
以
上
が
持
っ
て
い
る

「
座
右
の
銘
」の
実
情

　
「
座
右
の
銘
」と
い
え
ば
、
よ
く

ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
が
自
分
を
奮

い
立
た
せ
る
言
葉
と
し
て
掲
げ
て

い
る
の
を
見
か
け
ま
す
が
、
実
際
、

ど
れ
く
ら
い
の
人
が「
座
右
の
銘
」

を
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
調
査
で
は
、

自
分
の「
座
右
の
銘
」を
持
っ
て
い

る
と
い
う
人
は
約
56
％
。
半
数
以

上
の
人
が
、
生
き
る
上
で
何
か
し

ら
の「
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
」を

持
っ
て
い
る
と
い
う
結
果
に
な
り

ま
し
た
。
世
代
別
で
は
20
〜
50
代

の「
座
右
の
銘
」所
持
率
は
い
ず
れ

も
55
％
前
後
で
す
が
、
60
代
で
は

69
％
に
達
し
、
人
生
経
験
が
豊
富

に
な
る
ほ
ど「
座
右
の
銘
」を
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

由
来
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら

の
格
言
や
こ
と
わ
ざ
を
引
用
し
て

い
る
人
が
最
も
多
く
、
昔
の
人
の

言
葉
は
、
本
質
は
現
代
社
会
に
も

通
じ
る
普
遍
性
を
持
っ
た
言
葉
で

あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま

た
、
著
名
人
の
言
葉
を
引
用
し
た

り
、
ド
ラ
マ
や
書
籍
の
中
の
セ
リ

フ
や
言
葉
を「
座
右
の
銘
」と
し
て

い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

何をするにもすべてに当てはまるのが
“努力が必要”ということ。“努力”の字
のとおり、最後まで諦めずに努力すれ
ば、必ず“力”がつきます。子育連が
よりみなさんの理解と力添えを得られ
るよう、今後さらに努力していきます。

福智町子ども会育成連絡協議会 永末 信一 会長（弁城）

　福智町子ども会育成連絡協議会…子ども
会のための住民組織で、役員は15人。交流会や
作陶教室、フットサル大会などを実施しています。

新春特別企画

人は一人では生きられないのだから、
自分も知らないうちに人から助けられ
ているもの。それを考え、誰もが“人
のため”に動けば世の中はうまくいく
はずです。町民会議では、町全体の
子をみんなで育む活動をしています。

福智町青少年育成町民会議 田中 和敏 会長（神崎）

　福智町青少年育成町民会議…家庭部会、指
導部会、研修部会に分かれ、61人で構成。親
子で楽しむ夕べや講演会、少年のバスを実施。

現
代
人
に
と
っ
て
の

「
座
右
の
銘
」の
意
義
と
は

　
「
座
右
の
銘
」を
意
識
す
る
こ
と

で
、
具
体
的
に
は
ど
ん
な
効
果
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
調
査
で
は

「
苦
し
い
時
や
悲
し
い
時
励
み
に
な

る
」、「
何
か
に
迷
っ
た
と
き
に
決
断

を
促
す
ヒ
ン
ト
に
な
る
」な
ど
、「
座

右
の
銘
」を
持
つ
こ
と
で
自
分
に
自

信
が
持
て
た
と
い
う
声
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。
中
に
は
、「
日
々
精
進

す
る
た
め
、
自
分
へ
の
戒
め
と
し

て
い
る
」と
い
っ
た
、
自
分
に
厳
し

い
回
答
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
言
わ
れ
る
と「
座
右
の
銘
」

を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
に
焦
り
を

感
じ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
り
ま
す

が
、
も
ち
ろ
ん
持
っ
て
い
な
く
て

も
非
難
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
無
理
や
り
言
葉
を
当

て
は
め
て
も
意
味
が
無
く
、
自
分

に
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
言
葉
を
探
し

出
す
と
い
う
の
は
、
意
外
と
難
し

い
も
の
で
す
。

　
「
座
右
の
銘
」は
、
時
に
戒
め
で

あ
り
、
励
ま
し
で
あ
り
、
理
想
で

あ
り
、
目
標
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
人
そ
れ
ぞ
れ
の「
自
分
の
人
生

を
生
き
や
す
く
す
る
た
め
の
言
葉
」

と
も
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

商売をしているのでお客様に対して
はもちろん、誰に対してでも気持ち良
く接することを心掛けてきました。旧
３町の商工会が合併して２年目、新た
な出会いをプラスにとらえ、心を一つ
にしていかなければと思っています。

福智町商工会 並川 勝美 会長（金田）

　福智町商工会…商工業改善を目的とした
特別認可法人。地域活性化のためのイベント
や、商工業者への指導や融資なども行います。

わたしはこの言葉の意味を「みんな一
つである」と解釈しています。他人に
無関心にならず、できる範囲で親切
に接するなど、誰もが心を一つに、思
いやりの気持ちを抱ければ、福祉が
充実した福智町になれると思います。

福智町民生委員・児童委員協議会 白石 勝彦 会長（弁城）

　福智町民生委員・児童委員協議会…町内の
全60人の民生委員で構成。月１回の定例会で
は、地域の課題や福祉について話し合います。

さまざまな分野で現在25ほどの役を
任され、年間約400回会議などに出席
していますが、これも仲間に支えられ
ているからこそできるのだと感じます。
今後も信頼できる仲間と共に、いろん
なことにチャレンジしていきたいです。

福智町体育協会 池田 昇 会長（金田）

　福智町体育協会…グラウンドゴルフ大会や
カローリング大会などを開催し、生涯スポーツ
の推進を図っています。加入団体は現在42。

武者小路実篤の言葉で「人それぞれ
違いはあるが、その違いを認め、互い
に尊重し合えればいい関係を築ける」
という意味。大学時代、仲間と互いの
人生観について話すうちにこの言葉
を実感し、その後も心がけてきました。

福智町文化連盟 永末 良一 会長（金田）

　福智町文化連盟…展示、音楽、芸能、歌謡
詩吟、一般教養の５つの部門に現在97団体が
加盟。文化祭や役員研修などを行っています。

今後は、区長や公民館長が主体とな
り、積極的に地域活動で人との交流
を図っていく重要性を感じています。
そうした人づきあいの中で、上から目
線ではなく、常に相手の気持ちになり、
初心で接することを心がけています。

福智町地区公民館連絡協議会 田丸 敏幸 会長（伊方）

　福智町地区公民館連絡協議会…町内89
の地区公民館で組織され、地域の交流や活性
化を図るための公民館活動を推進しています。

上野焼400年祭のイベントでいろん
な人との交流があり、意識し始めた
言葉です。上野の里を元気にするた
めに、わたしたち作陶家は積極的に
外へ出て人と出会い、多くのものを
吸収し挑戦していくことが必要です。

上野焼協同組合 青栁 一夫 理事長（上野）

　上野焼協同組合…昭和36年に設立され、
陶器まつりや窯開き、バレンタインちょこの販
売などを行っています。現在は13窯元が加盟。


